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1 .  特Aブランド米とは
本ケースでは、 青森県農林水産部農産園芸課および同部総合販売職略課 (以下、 青森県農林水
産部と略記)による同県初の特A米 「青天の識」への挑戦を扱う。「青天の解態」 の生産・販
売に係わる組織や主体は沢山あるが(例えば、生産農家、 JA、全農・経済連、卸薬者、小売業者な
ど)、 ここでは主に行政組織の青森県農林水産部の視点からの記述になることを断つておきた
い0
同県の取組に日を向ける前に、 予備知識の1つとして我が国の米の品質評価の仕組みを理解す
ることから始める。 お米の評価に関しては、 まず農産物検査法による品位等および成分検査があ
*青森県農林水産部農産国装課および総合販売職aa・課の関係者の管機には、 20l7年l2月̃ l 月および20l8年2
~ 4月にかけて革和二目を通して頂き、費重な助言を賜つた。 また20l8年2月l9Hに「iii19l1l'ilにて関係者に公
刊許可を頂いた。 もちろん内容に誤りがあれば、全て筆者の1ll1任である。なお本ケース作成にあたっては、 東北
学院大学経営学部のケース作成予算を活用させて頂いたo
23
経営・会計研究 第23号
る l '。 これは農林水産大臣が定めた農産物検査規格に基づき農林水産大臣もしくは知事の登録を
受けた法人(登録検1'1l l機関)が実施する検査である。 同検査では、表1の規格に則り、1等、2等、
3等が決まる。整粒とは、「被 i: 粒、死米、未熱粒、異il發職粒及び異物を除いた粒」 であり、 1
等の整粒の最低限度は70%、2等は60%、3等は45%となる。形質とは、「度部の厚薄、充実度、
質の硬歡、粒ぞろい、粒形、光沢 .、ie_ びに 111Lずれ、心白及び11更l'lの程度」 である。水分は、 l ̃ 3
等でl5%が最- 高限度になる。含まれると良くなぃのが、被 11111 米、死米、 1l11i色米、 もみ、表など
の異種穀粒と異物で、 それぞれ最高限度の比率が決められている。 異形の米や異物が含まれてお
らず、 粒が描i つ ていて和f 麗な米の割合が多いことが、 高い等級の条件になる。
全国の水名商うるち女米の1等の割合は、2012年産=78.4%、2013年産=79%、20l4年産=
81.4%、20l5年産=82.5% (いずれも最終の数値)、2016年産=83.4% (29年3 J -j 3 1 l l 現 在 ) であっ
た。なお2016年産の2等は13.9%、 3等は1.4%、規格外は1.4%であった。20l6年産の地域毎
の1等の比率をみると、北海道が89.7%、束北農政局 ( l'f 森、 f,l 手、宮域、秋ll l、山形、福島) が
93.8%、 関東農政局 (;実域、栃本、 tllt馬、 埼王、子葉、東京、神 '11l川、Il、:果、 長野、静岡)が91.8%、
北陸農政局 ( 新ia1、 1;11 llI、イi川、 相il:- )が86.9%、東海農政局 (岐 l;;.、 愛知、 重)が64 .0%、近畿
農政局 (滋賀、 11i,都、 大販、 li1 ll1、 条良、 和 :f1 l l I )が70 .9%、中国四国農.政局 (ft取、 島根、岡山、 広島、
山口、徳島、番川、要a及、高知)が62.8%、九州農政局(細出f 、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島)
が40.3%、沖細lが52.6%であり、 東北地方の1等比率が最も高いことが分かる。 さらに都道府県
別でみると、 1等比率が最も高いのが岩手県(97.9%) 、次いで長野 ul1l (97.2 % )、山形県(95 .4% )
表1 水有商うるち玄米および水有商もち玄米の品位
最低限度 最高限度
'権粒
( % )
水分
( % )
被害粒、死米、 Mf色粒、異和般粒及び異物
形'ili
it.和l微粒
計
( % )
l 5
1ll1 米
( % )
7
af 色米
( % )
0.1
異物
( % )もみ
( % )
0.3
表
( % )
0.l
もみ及び表を除
い た . も の ( % )
0.31等 70
1等
標準品
l5.0 02
2等 60
2等
標準品
15.0 20 l 0 0.3 0.5 0.3 0.5 0.4
3等 45
3等
標準品
l5.0 30 20 0.7 1.0 0.7 l.0 0.6
出所) 農林水産 lt、 l I P ( h t t p :/ /www.maff.go.jp/ j/seisan/syoryu/kensa/ kome/ k_ kikaku/index.htm1
2017年9 J118 l l ア ク セ ス )  より転組。
l )  以 ド 、  農林水降省 「農ili1物 検 個i、- 3段表」 (20l6年4月5日施行後) を参照。
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の順になる 2 ) 。
もう1つの評価は、 197 l年産米から始まった(-lla)日本穀物検定協定による食味ランキン
グである。 同協会が選抜した食味評価エキスパー トパネル20名が、IH炊飯器で炊いた白飯を「外
観 ・ 香 り ・ 味 ・ 粘り ・ 硬 さ ・ 総 合 評 価」 の6項日で評価する。複数産地のコシヒカリをブ レ ン ド
した基準米と試験対象産地品種とを比較し、 基準米より特に良好なものを 「特A」、 良好なもの
を 「A」、おおむね同等なものを 「 A' 」、 や や 劣 る も の を 「B」、 劣 る も の を 「 B' 」 と す る 。 特
Aランクは1989年に設定され、図1はそれ以降の特A米の産地品種数を表しており、2011年
91から急增していることが分かる。
2017 :年産では特A米が43あり、表2に見られるように東北6県では、福島の会津・ 浜通 「コ
シ ヒ カ リ」 と 会 津 ・ 中 通 「ひとめぼれ」、宮域の 「つや姫」 「ひとめぼれ」、 山 形 の 置 場 ・ 村 山 の
「つや要開.」、秋田の県南 「あきたこまち」、そして青森の津軽 「青天のi11毒龍」 が 特 A を と っ て い る 。
同ランキングでは、 同じ品種でも産地や地区により評価が分かれることがあり、 例えば 「あきた
こまち」 は 県 南 ( 特 A ) と 県 北 ・ 中 央 ( A ) で ラ ン ク が 異 な る 。
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図 l  特A米の推移
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出所) ( - lll ) Ll本殺物検定協定IIPに提i 1ll更の 「 、l'l 成元年Pf1 か ら の 特 A ラ ン ク 一 覧 表」 ( w w w.
kokken.or.jp:2017年9 J:1 9 H ア ク セ ス ) お よ び「平成29年 p1l1 米の食味ランキングの概要」
( w w w.kokken.or.jp : 2 0 1 8 年 4 月 1 6 l l ア ク セ ス ) よ り 生lt者'作成 _
2 )  i農林水11i1l省「 、li成28年f 111 米の農産物検査結果(速報値)(平成29年3 J」31 l l現在)」2017年4 J」25ll付を参照。
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表2 東北地方の米のランク
産地 地区
津軽
津軽
品観.名 2017年産 2016年産 2015年産
A
A
特 A
青森 つがるロマン
まっしぐら
青天の解藤
A
A
特 A
特 A
A
A
A
A
A
A
特 A
秋田 県南
県北
中央
中央
県南
あきたこまち
あきたこまち
あきたこまち
ひとめぼれ
ゆめおばこ
特 A
A
A
A
A
特 A
A
A
A
A
岩手 l1 l中
県南
県中
県北
あきたこまち
ひとめぼれ
ひとめぼれ
いわってこ
銀河のしずく
A
A
A
A
A
A
特 A
特 A
A'
特 A
特 A
A
A
宮域 ササニシキ
ひとめぼれ
つや姫
A'
特 A
特 A
A
A
特 A
A'
特 A
特 A
山形 置1場
置i場
1l:l 内
座内
置賜
村山
コ シ ヒ カ リ
はえぬき
はえぬき
ひとめぼれ
つや姫
つや姫
A
A
A
A
特 A
特 A
特 A
A
特 A
特 A
特 A
A
A
A
A
特 A
特 A
特 A
A
特 A
特 A
特 A
特 A
特 A
特 A
特 A
A
特 A
A
A'
福島 会津
中通
浜通
会津
中通
コシヒカリ
コシヒカリ
コシヒカリ
ひとめぼれ
ひとめぼれ
天のつぶ
特 A
特 A
特 A
A
A
A
出所) (一財)目本微物検定tあ定HPに掲 i度の「29 :年産米の食味ランキング表」
(www.kokken.or Jp :20 l 8年4月l6日アクセス)より筆者作成。
以上で見たように、 米の評価に関しては、 農産物検査法の等級と日本穀物検定協会の食味ラン
キングがしばしば引き合いに出される。 その中でも、 特に新米が市場に出回る時期にマスコ ミ で
よく取り上げられるのが、後者のランキングの特A米である。 さらに最近では、農家が米の品
質を競い合うコンテストなどが開催されており、 産地だけでなく生産者にもこだわって米を選ぶ
消費者もぃる と ぃ う ( コ ラ ム 1 )。
26
特 A プ ラ ン ド 米  「青天の解藤」
コ ラ ム l  米の味へのこだわり
「日経おとなの0FF」 「米図鑑45」 と い う 記9tには、 「特Aの米でも、 品質にはばらっきがある」 ( l0買) と ぃ
う米専門店・代表取締役の意見が紹介されている。
同記事によれば、 l995年の食 1m管理法廃止により米の流通経路は多様化したが、 一般的には農家が生産した米
を JAなど各地の集荷 ・出荷組識が買い取り、 lカ所に集約したうえで流通させる。このため 「私たちが買う時点
で、 「●県産▲▲米」 はその地域の複数の農家が作つた米がプレンドされている。 そのため、 地域が広くなるほど、
品質のばらっき が 大 き く な る J ( l 0 頁 ) と い う。
また上述の米専円店の経営者は、 「食味ランキングに出されるのは、 選りすぐりの米である可能性が高い。特 A
を取るとぃうことは、 その地域と品概のポテンシャルが高い証しではありますが、 消 投者に必ずぉぃしぃ米を届け
られるとは限りません」 ( l 0 ]11ll ) と ぃ う。同記事は、 本当に美味しぃ米を手に入れたいのであれば、 こだわりの農
法で米づくりに取り組む展家の米を購入するのが良いとする。 そうした米に出会える;:ltが、米・食味鑑定士脇会「米・
食味分析鑑定コ ンクール」 である。 そこでは産地や品種でなく、 各農家が作つた米の食味が評価される。
ただし、 高く評価された農家の米は、 生産f tが少なぃため、 地元で消費されてしまうか、 -i*の価格づけを嫌つ
て米専門店に直接卸されるとぃう。 同記一事では、 米専門店の経営者や産地の農家など、 いわゆるお米のプロが西め
る全国各地の生産者が紹介されている。東北から一例を拳げると、 山形・庄内の鈴木紀生氏の 「つや姫」 は、 南極
の海で育つた民布、 米ぬか、 カツオ節などを原料とした有機発酵肥料と光合成細蘭で改良された土城で作られる。
また独自の有機肥料による:l:作りと天日干しにこだわった山形・高aの通藤五一氏の「つや館」は、5kg= l万2.000
円以上の値段でも売り切れになるほどの人気だという。
出所) 「日経おとなの0FF:」 20l4年9月号を引用・参照して筆者作成。
2. 米をめぐる状況
次に、 同じく予備知識として、 我が国の米をとりまく状況を概観する。 まず図2に見られ
る よ う に、 一人当たりのl年の精米の消費量のl0年毎の推移は、1960年にl14.9kg、1970年
に95.lkg、l980年に78.9kg、l990年に70kg、2000年に64.6kg、2010年に595kg、20l5年に
54.6kgと大きく減少しており、1960年の半分程度になっている。米の生産量は、1963年にl281
万トンであったが、l988年に 993万トン、2016年に804万トンに低下している。表3は日本人
のl人当たりの食生活の変容を示しており、 ごはんの量は1965年度のl日5杯(l杯60g精米換
算)から20l5年度の25杯に半減する一方、牛肉料理が月l回(l食l50g精肉換算)から月3回、
植物油が年3本 ( l.5kgポトル)  から9本に增加している 3)。
3 )  農林水産省 「米の消費拡大にっいて」 20l7年7月、 l - 2頁より数字を引用。
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図 2  描米の消費 l1li の推移 ( 1人1年あたり)
( 単 位 : k g )
1i4.9
1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2010年2015年
出所)麗林水産省 「米のiili11lt拡大にっいて」20 l 7年7 JJ、 1真より筆者作成。
表 3  食生活の変化
l965
年度
ごはん
1 l l 5 杯
( l 杯 描 米
60g換算)
'l -肉料理 'l - 乳 械物油
年に3本
(1.5kg
ボ ト ル )
野業 果実 :l1lt介類
月 l 同
( l食150 g
描肉換算)
週 に 2 本
( 'l -乳びん) l l - l300g程度 1目80g程度 l目80g程度
2015
年度
1 l l 2 . 5杯 月3回 週 に 3 本 年に9本
lLl250g
程度
1日100g
積1度
1日70g
程度
出所) 農林水1liill1l、 『米の消費拡大にっいて」 20l7年7 J:」、 3 真 よ り'11i者作成。
こ う し た 中 、  我が国のカロリ ーベー スで見た食料自給率は1960年=79%から 2015年=39%
へ と 低 下 し て い る 。 2 0 1 5 年 度 の 1 目 ・ 1 人 あ た り 総 供 給 熱 量 は 2.417kcalで、国産供給熱量
は954kcalとなる。 自給率15%の小麦の供給熱量は33lkcal、 自給率l7%の畜産物の供給熱量
は406kcal、 自給率3%の油順類の供給熱量は359kcalである。 総供給熱量の約2割にあたる
534kcalを供給する米の自給率は99%であり、 「米の消費拡大は、 食料自給率向上を日指す上で
も極めて重要」 l ) に な る と い う 。
農林水産省は、 米の消費が減少する要因を次のように分析する 5)。 ごはん類以外を選ぶ理由を
尋ねたァンケー トでは、「ごはん類より軽く食べられる」 「ごはん類より短時間で食べられる」 と
いう理由が朝食で約4割、 「色々な主食を食べたい」 が昼食で約4割、 夕食で約半数を占めてい
た。 面倒で時間がかかる、 色々な主食を食べたいなどの理由が、 米の消費減少にっながっている
のかもしれない。 また米の消費に占める中食や外食の割合がそれぞれ18.3%、 12.8%と約3割ま
4 )  農林水産省 『米の相費拡大にっいて』 2017年7 J 1 、 l 1l i より引用。
5 )  以下、 」ll1基林水産省 「米の消費拡大にっいて』20 l 7年7 JJ、 4 - 5真を参照および引用。
28
特 A プ ラ ン ド 米  「背天の◆部t態」
で增加してきており、「米を購入して家庭で炊飯する割合が低下」 してきていると指摘される(家
庭内での消'll'tは689 % )。 中食や外食での米への需要が增えれば米の消費減少に結びっかないとも
考えられるが、 農水省は中食・外食の拡大がごはん食離れを促す要因になると捉えているようで
ある。加えて、夫婦のみの世帶(l980年のl25%から20l0年のl9.8%)や単身世帶(l980年のl9.9%
から20l0年の32.4%) の增加、 :1;ll1・働き世帶の增加(l980年の6l4万 ・l!ll:帶から20l5年のll29 Ji世帶)
という現象がある中で、 「世帯員が少ないほど、 手間を掛けない食事が增加し、 ごはん食が減少」
するという傾向を示すデータがあるとされる。
こうした現状に対して農水省は、 米の消費拡大を促す幾つかの方策を打ち出している 6)。例え
ば、 方策① 「米飯学校給食の推進」 では、 学校給食を通じて日本型食生活の定着を図るとする。
文部科学省は、 2009年3月に米飯学校給食の新たな日標として過3 回以上を通知したほか、 和
食の料理人による全国の小中学校での和食の提案と実演、 ごはん食を中心とした実践しやすぃ和
食メ ニユーの提案などを行つている。方策②「ごはん食の効用の普及・啓発」があり、 医師や病
院栄養士などの専門家を通じて健康の観点からごはん食の効果を分かり易く発信するという。 ご
はんは粒食で消化が緩やかに進むため、 満腹感が持続すると共にェネルギ一源のプドゥ措を安定
供給できる。 血糖値の上昇が緩やかなため血液中の過剰な糖による脂肪の合成・書積が少なくな
る。 そして魚・大豆・発酵食品など、 米と組み合わせられる食材は多様で、 低脂肪かっ栄養バラ
ンスに優れた食事になり易い。方策③ 「朝食欠食の改善」 にっいては、「朝食市場は、欠食が多
い上にごはん食の比率も低く、年間約52億食、総額約l.6兆円もの市場拡大の余地」があるとする。
全国平均の朝食欠食率(朝食を食ぺない率) がll2%であるのに対し、 20 歳代の欠食率は24.7%
と相対的に高いため、 この年齢層に向けた対策が必要となろう。 方策④中食・外食向けの米の業
務用需要が全体の3 割を占め、 今後も堅調な需要が期待できるため、 「中食・外食向けの米の安
定的な取引の推進」 が重要とされる。 各産地は、高級プランド米の生産・販売に注力するだけで
なく、価格と品質面で業務用需要に合つた米の生産、 そして中食・外食業者との事前契約や複数
年契約を通じた取引安定化に取り組む必要がある。 方策⑤米粉を原料とする商品開発や米穀加工
品の開発による 「米粉の普及促進」 がある。 米粉を原料とした新たな商品として、唐揚げ粉、ケー
キミックス、玄米粉、グルテンフリーの通・パス タ、米粉入りパンなどがある。方策⑥「酒造好
適米の需要に応じた生産拡大」 では、 20l4年度米から 「清酒メーカ 一等における清酒の生産増
に対応した酒造好適米の增産分等にっいて、 主食用米の生産数量日標の增減に左右されることな
く 、 その枠外で生産できる等の迎用見直し」 を実施した。 これにより2015年度米では、 新規需
要米7.096トンと合わせて約10万トンの酒造好適米が生産された。
以上のように、 生活様式の変化などの影響で日本の米の消費は減少している。 これに対して農
水省は、 米の消費拡大に向けた様々な施策を打ち出している。青森県においても、 それら国の方
針に沿つて幾つかの振興策が進められていることを5項にて後述する。 こうした米をめぐる我が
6 )  以下、 農林水産省 「米の消費拡大について」 20l7年7月、 6 -l 3i1[を参照および引用。
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国の概況を踏まえ、 次節以降では、 本ケー スの主題である青森県農林水産部による 「青天の解應」
への挑戦を見る。
3 .  「青天の露震」 誕生までの経緯
「青天の解確」 は、 2015年に青森県初の特A米になった品種である。 青森県は、 同品種によ
り東北で特A米を持つ最後発の県になった。 本節では、青森県が、 どのような理由で、 どのよ
うにして、 特A米に挑戦したかを明らかにする 7)。
青森県農林水産部への ヒ ア リ ン グ に よ れ ば、 同県が特A米に挑んだ理由は以下の2つであっ
た 8)。1つは、他地域の動きである。2015年に 「青天の霹匯」 が登場するまで、青森県は、東北
で特A米を持つていない唯一の県であった。 そのような中で、北海道が2010年に「ななっぼし」、
201l年に 「ゆめびりか」 で立て続けに特Aをとったことが青森県の焦燥感を駆り立てた。それ
までも青森県は、「つがるロマン」 の品種で特Aを日指したことがあったが、「毎年、 も う 1 歩
の と こ ろ」 でとれなかった。「北国の限界なのかとあきらめかけた」 9) ところで、青森より北にあ
る北海道が立て続けに特Aをとったのである。例えば、青森県産業技術センタ 一農林総合研究所・
水稲品種開発部の須藤充部長(当時)は 「北海道産米の『ななっぼし』が平成22年、『ゆめびり
か」 が平成23年に食味ランキングで特Aを獲得するとぃう状況になった時、 一部関係者から青
森県産米の評価が下がってしまうのではないか、 安穏としていられなぃとぃう危機感を訴える声
が上がってきました。選択肢としては、食味ランキングで常にAであった『つがるロマン』の
良食味栽培を徹底し、特Aに上げるとぃう方向性もあったのですが、青森県産米のフラッグシッ
プとなる品種を育成し、特Aを獲ろうとぃう機運の方が強くなっていきました」 lo) と、当時の状
況を振り返る。
もう1つの理由として、 米価の動きがあったという。 青森県農林水産部が作成した 「「青天の
解應』のブランド化に係わる説明会資料<生産対策>一旨さ確実 「青天の解態」 特 A ブ ラ ン
ド米生産体制強化事業」 に掲載されている2006年産以降の米価推移のグラフを見ると、 米の価
格がかなり上下動していることが分かる。 中でも、 2012年産から2014年産の価格の下落が顕著
であった。「新潟 コシヒカリ一般」 の玄米60kgあたりの相対価格は、20l2年産のl8,302円に対
7 )  以下、 特に注記がない場合、 2016年l2月26日および20l8年2月 19目の背森県 Jl選林水産部農産国芸課お
よび総合販売職略課へのヒアリングおよび提供資科に依拠する。 また、 このヒアリング以前に、2016年3月
1 目 に  JA青森中央会教育研修部主1ilの同県 JA非常動理事を対象とした経営学に関する研修会に認師とし
て参加した際、 津軽地方で 「青天の11li藤」 を実際に生産する農家の方にお話を間く機会を持つた。 また後日、
そのf農家の方が生産した 「1i天の解匯」 を試食する機会も頂いた。正式なヒアリングや調査ではないため取
材 ノ ー ト は と っ て い な い が 、  その際の会話も本ケ ー ス執筆の重要なf青報源である。合わせて、 JA青森中央会
教育研修部には、 資料収集などに関してご尽力頂いた。 ご協力を頂いた管様に、 記して1識意を表したい。
8 )  20l6年12月26日の背無県展林水産部i1l,産国芸課稲作振興グル ー プへの ヒ ア リ ン グ よ り 。
9 )  「〔特集〕響く 「1ft理t」 あおもり米に新風」」「T00Life」 東奥日報社、2016年12月号、 6- 7 lll11より引用。
l0) 全国米毅販売事業共済組合HP「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ話背天の解1確誕生秘話」 (http:/ /
gohansaisai.com/kikou/4300/:2017年9月l6日アクセス) ょり引用。
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して、2013年産がl6.697円となり約9%の下落、2014年産がl5.451円となり約8%の下落となっ
た。青森県 「まっしぐら」 の相対価格は、2012年産の15.246円に対して、20l3年産がl2.780円
となり約16%の下將、2014年産が9.792円となり約23%の下落となった。「新程i県コシヒカリ ー
般」 と比べて青森県 「まっしぐら」 の下落率が大きぃ ことが分かる。
さらに表4は、2013年産と20l4年産の5品極の米価の推移を表す。-青森県産 「つがるロマン」
の米価が13,045円から9.777円に下がり、 対前年比で約25%の大きな下將になっている。一方、
東北の特A米の代表格である山形県 「つや姫」 は、 16.997円から16.758円とわずか239円しか
落ちておらず、下落率はわずかl.4%である。「新潟コシヒカリ」 や 「'til沼コシヒカリ 」、さらに 「岩
手ひとめぼれ」 などとの比較でも、 青森 「つがるロマン」 のド落は大きぃ。 青森県農林水産部の
関係者によれば、2014年産米は特A以外の米価の下落幅が特に大きく、これが同県の特A米へ
の挑戦を加速させるもう1つの要因になったとぃう 。
以上で見てきた動きを時間軸に沿つ て整理しておこう c 青森県農林水産部への ヒ ア リ ン グ に よ
れば、20 l0̃11年に,lヒ海道産の米が立て続けに特Aをとったこと、 そして2014年産の米価の
急落の中で山形県 「つや姫」 が価格下落に強い抵抗力を示したことが、 青森県の特A米への取
組を前進させたとぃう。 しかし、 この間の動きをより細かく見ると、 「青天の薄熊」 は2014年
に試験的に作付けされ1降l 年に参考品種ながら既に特Aをとっており、 また青森県で特A獲得プ
ロジェクトに正式な 「『G0 ! 』のサインが出た」 l1) のは2012 .年とぃ う記述もあることから、2014
年の米価下落ではなく、2010 ̃ l1年の北海道での特A米の誕生こそが青森県の特A挑戦への
直接の原因になったと考えられる。 もちろん2014年の青森県の主力2品極の大幅な価格の下落
が、特Aプロジェクトの必要性、 さらに特Aを持つことの重要性を高めたことは間違いない。
特Aの必要性が高まったとしても、 すぐにそれを育成できるわけではない。 同県の農林総合
表4 20l3年産と20l4年産の米価の推移
品報
つがるロマン
価格 (円/60kg ) 価1l11ll差
2,一 、1、1
▲3.268
前年比
1a,,o x loo
75
81
20l3年産①
l3.045
20l4年産 ・ 2 ・
9.777
,l i i'i・ ひとめぼれ l4.059 11.324 ▲2.735
Ill形つや姫 l6.997 l 6.758
15,451
▲ 239 99
93
92
新 i i iコシヒカリ ( 一般) l6.697 ▲ l.2l6
fa 'Pfiコシヒ力リ 21, l25 19.480 ▲ l .6'、5
出所) l;1森 u,llifと林水 11il1・ 部農P1l1_ 間 _要課 「「 -l 11 大の 1ft維」 の プ ラ ン ド 化 に 係 る 説 明 会 資 料
< 生?l11 対 策 > -?さ 確 実 『 l'f)1.の確確」 特Aブランド米生Pl11 体制llllii化'lt 業」 2016
年1211 より転般。
11) 全国米般販売'」1業 J l - 済組合HP 「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ ,語 i'i J、1. の確確?生秘語」 (http:/ /
gohansaisai.com/kikou/ l300/:2017年9 J j l 6 口ア ク セ ス )  より引用。
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研究所・ 水稲品種開発部の須藤部長は、 「 1つの品種を開発するには交配してから 10年かかりま
す。 でも、 交配に使つた親、 そのまた親も永年の改良によってできたもの。 今回の新品種の開
発までには気が速くなるような改良の積み重ね」 l2) があったとぃう。 青森県では、l900年に農事
試験場が設立された当初から「厳しぃ気候風土に合つた品種の育成が積極的に行われて」 l3) きた。
主な県産米として、「藤坂5号」 (1949年)、 「 ト ワ ダ」 (1956年)、 「フ ジ ミ ノ リ」 (l960年) 、 「 レイ
メ イ 」 (1966年) 、「ア キ ヒ カ リ」 (1976年)、「むっほまれ」 (1986年)、1988年に 「つがるおとめ」 (1988
年) 、 「つがるロマン」 (l997年)、「まっしぐら」 (2005年)などが開発されてきた l4)。
そして、図3に示された交配の積み重ねのうえに、 「北陸202号・夢の舞」 「青系157号」 の交
配 品 種 F 1 と 、「ふゆげしき」 「ま っ し ぐ ら」 の交配品種 「青系158号」 とを、人工交配し2006
年に育成されたのが 「青系187号」 である。 この 「青系l87号」 が後に 「青天の解能」 と命名さ
れる品種である。 ちなみに 「青系」 とは、 青森県産業技術センター f111l:林総合研究所が開発した品
種を指す。
先にも触れたように背森県の特A米プロジェクトは2012年に本格始動し、 同年には農林総合
ほ じ'う _
研究所内の画場で5系統が試験栽培され、 その中から2系統が選ばれた。 翌l3年に、 研究所内
の画場だけでなく、 「美味しぃ米を作ることに定評があった9戸の農家に試験栽培を依頼すると
図 3  「青天の離藤l」 の系統図
出所) 「『l'i 天の 確 藤 』 と は 」 (http://seitennohekireki.j p/about_ie8.html
2017年l2 J 1 5日アクセス)より転般。
12) l'i1 森県提林水産部総合販売職略課『1'f 天の確熊」 (小冊 J''- ) (発行年月不明) ょり引用。
13) 「〔特集〕響く 「解藤」 あおもり米に新1重l,.」」「T 0 0  Life』東奥目報社、2016年l2月号、6真より引用。
14) 全国米殺販売 -事業it- 済組合HP「「ごはん彩々」 お 米 な 国 の 楽 し ぃ 話 :lli天の辭熊誕生秘語」 (http://
gohansaisai.com/kikou/4300/:20l7年9 J」16l1ア ク セ ス ) の 中 の 「主な青森県産米の変選」 という図を参照。
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ともに、農家の方々と協力し裁培方法の検討も行いながら1系統に絞り込んでいった」 l5) と い う。
農林総合研究所・須藤部長によれば、選抜された2系統は「青系l87号」「青系172号」であり、「青
系187号」 が う ま く ぃかなかったことを想定し 「青系l72号」 も準備した。絞り込むにあたり客
観的な意見が必要と考えられ、日本穀物検定協会に食味官能評価を依頼したところ、「青系l72号」
よ り 「青系l87号」 が食味に優れるとの結果が出た l6)。
最終試験裁塔の後に品種登録が行われ、20l4年ll月には公募案の中から 「青天の解態」 と い
う名前が選ばれた。2015年2月に参考品種ながら20l4年産米の特Aを独得した l7)。
4. 作付と裁增の管理
特Aそしてプラン ド米 l8) の地位を維持するために、 作付地域や裁培方法などの管理が必要に
なる。過去にはl976年の「ア キ ヒ カ リ」のように日本育種学会賞を受賀し全国に作付けが広がっ
た青森県の品種もあったが、 他県において気象条件の厳しぃ山間冷涼地に作付けされたり、 食味
より収量を優先する栽塔が進められたりしたことで、「「まずぃ米』 とぃうレッテルを貼られ、売
却不振米としてマスコ ミにまで取り上げられ」 l9) たこともあった。 また前掲の表2のように、同
じ品種でも産地によって食味ランキングが異なっており、 こうしたばらっきが品種のプランド価
値を棄損することにもなる。一般の消費者は、産地(県南、県北、県中など)や生産者(〇〇さん
のこだわりの米)など細かな部分には目を向けず(前掲 コ ラ ム l を 参 照 )、品種名を主たる判断基準
に米を購入する傾向があるとすると、 同じ品種での食味のばらっきは当該品種への信頼を損なう
原因 (例えば同じ品組なのに、 今回スーパーで買つたものは以前にお歳客で頂いたものより味が劣るなど
の不満)になってしまう。 プランド価値の棄損を回避するためには、 やはり産地全体での作付や
栽塔の厳格な管理が欠かせない。以下では、「青天の解態」 の品種の特徴、 さらに同県の作付や
裁培へのこだわりを明らかにする。
まず裁塔時の特徴を見る。表5は、 同県の 「つがるロマン」 と 「青天の解確」 の栽塔時の特徴
を比較したものである。出秘期は一日程度遅く、耐倒伏性ではlランク強い「やや強」(倒れにくぃ)、
障害型耐冷性ではlランク強い 「強」 (寒さに強い)、 いもち病抵抗性にっいては葉いもちで2 ラ
ンク強い 「極強」、 秘いもちで2 ラ ン ク 強 い 「強」 (病気に強い)となっている。 例えば、津軽み
l5 )  全国米級販売 那業 'jt- 清組合HP 「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ語 l f 天の辞態終生秘話」 (http://
gohansaisaicom/kikou/4300/:20l7年9月l6日アクセス) より引用。
l6) 全国米殺販売事業;1!t1・済組合HP「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ語ilr天の解藤整生秘話」 (http:/ /
gohansaisai.com/kikou/4300/:20l7年9月l6日アクセス) を参照。
l7) 全国米搬販売:l t集;t-済組合HP「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ語 青1ミのi部t確挺生秘話」 (http:/ /
gohansaisaicom/kikou/4300/:20l7年9月l6日アクセス) を参照。
l8) プランド米に関する学術的な研究としては、例えば本m補子 「生き物プランド米出入者の消費実態と課題
一 兵国i県但!aS,地域のコ ウ ノ ト リ 米 を ijt例に 一」 「地域政策研究」 (高崎経清大学地域政策学会)第l6卷、
第4号、 20l4年3月などが参考になろう。
l9) 全国米微販売 ・事業:jt・満組合HP「「ごはん彩々」 ぉ米な国の楽しぃ話 l lli 天の解藤挺生秘話J(http:/ /
gohansaisaicom/kikou/4300/:20l 7年9月l6日アクセス) より引用。
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らい農協特A米プレ ミアム研究会会長の工藤憲男氏は、 「青天の解熊」 にっいて、 「病気や寒さ
にも強い品極ですから、 きちんと指導を守つて育てられれば、 これまでの品種よりも作りやすぃ
です」 2o ) と説明する。さらに同県の農林総合研究所水稲品種開発部部長の前田一春氏 (20l6年か
ら 同 職 ) も 「特Aというのは食味だけの評価ですから、極端な話、食味さえ良ければ、その他の
形質は悪くて作りにくぃ品種でも取れます。ただ私たちとしては、それでは満足できません。病
気にも寒さにも強く、 出穂時期が適正で、 しかもおい しぃ品種。 『青天の解熊』で、やっとそれ
ができたと思つています」 2 l ) と ぃ う 。 食味だけでなく作り易さを目指したのが 「青天の解確」 で
あ り 、  当然、 作り易さは高品質を維持するために不可欠な要素となる。
作り易いとはいえ品質維持のために作付や栽培の管理が不可欠であり、 実際に 「青天の確確」
には作付地域や栽培方法に厳格な基準が設けられている。 生産農家の工藤氏は、 雑誌記事の中で
「初めて夕ンパク質や水分の含有量などきちんと基準が設けられたわけで、 靑森でも、 おい しぃ
米づくり へ向けた取り組みがやっと本格的に始まったかなと感じています」 22) と述べている。
まず作付地域は、 「登熟気温を確保するため、 出穂後40日間の平均気温が21℃以上の気象条
件に恵まれた地域である『津軽中央(山間冷涼を除く)』及び『津軽西北』とし、特に良食味生産
表 5  主な品種の特性
項 tl
出独期
特性 (つがるロマン対比)
- FI 程度送い
生育初期 葉丈
葉色
やや長い
やや淡い
,l1'l1長 やや短い
商t倒伏性 1 ラ ン ク 強 い  「やや強」
耐冷性 1 ラ ン ク 強 い  「強」
2 ラ ン ク 強 い 「極強」
2 ラ ン ク 強 い 「強」
lle_みかやや少なぃ
いもち'商 集いもち
1ll連い も ち
収 .lit性
支- 米子粒硬 やや _lft い
支一 米品質 やや良
出所) (地独) l'i無県産業技術センター 「 -n、天の確確良食味・高品質
裁培の要点(改11111版)」2016年3 J;lおよび青森県農林水llf1部農産
間装1 課 「「1ir 天のお事確」 のブランド化に係わる説明会資科<生産
対 策 > 一 青 さ 確 実 「 l'j1天の解熊」 特 A ブ ラ ン ド 米 生 産 体 制 強
化事業」2016年12月のtfi報を組み合わせて筆者作成。
20)
21)
22 )
「〔特集〕 響く
「〔特集〕響く
「〔特集〕 1理l く
「確確』 あおもり米に新風」」 『T00 Life」 東奥日報if
「確確』あおもり米に新風」」「T00 Life」 東奥l l 報1i.1
「確l業良」 あおもり米に新風」」「T00 Life」 東奥目'tt1l lt1
2016年12月 ・号
20l6年12月号
20l6年l2  Ji ,J
8:f1,より引用。
7買より引用。
8 .l111lより引用。
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が可能な水田 (章11田及び.'l - 湿田) に限定」 231 された。 2016年からは津軽中央の山間冷涼地の一部も
作付可能な地域に加えられ、 2016年3月時点での作付地域は図4のようになっている 2 l )。 例え・ん:」1ら
ば太平洋に面した三八地域などの方が温暖と思われるかもしれなぃが、 東北地方の太平洋側には
や ま せ
梅雨から盛更'期にかけオホー ツク海高気圧がもたらす山背という冷i-l11な風が吹くので作付地域と
しては不適になる。青森県農林水産部へのヒアリングによれば、「県南などいろいろな地域から『青
天の解態』 が欲しいという要望がある。 しかし、 そこは慎重に進めていきたぃ」 25) と ぃ う 。
有商作地
I ilt軽中央
if区分
il'if中央
対象 l l j町付
iL、前 市 (、li,r;- 木町を除く)、 l!石市、 」藤 ll11i町、 l'f 無市(旧浪岡町)、
平 川 市 ( lll確ヶ関村を除く)、l11合納付、板柳町
lll間冷流 Ill,払前市に接する弘前市岩木地I,ｫと大明町の平.tll部
II ilulilll西.1ヒ ilt軽西,lヒ
つがる市 ( l日1,ti力村を除く)、 li所川原市 ( ll - l市浦付を除く)、 細I]
町 、 l'f森市(旧浪岡町を除く)、難ヶ沢町、深浦町
出所) (地独) l'f 藤県- 産業技術センター 「 l'f 大の確藤良食味・高品質 ili增の要点 (改,l」版)」 20l6年3月、
6真より引用。
23) 青無ll l 農藤l間要a果有a作振興グループ 「あおもり米新品種 「i'f J、1.の需藤」 の挑職」 (一財) ll本毅物検定協会
「特 A への道&米のil'1llt拡大方策[平成27年版]」、 24 i111より引用。
24) ( 地 独 ) l'l 森?l .産業技術センター 「 l '1i )ミの解熊良食味・高品質救培の要点(改, 1「版)」20l6年3月を参照。
25) 2016年12ij26「lの1'i在?職li ll:本.産部農産国装課有置作振興グル ー プへの ヒ ア リ ン グ よ り 。
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次に栽培管理を見る。 「青天の解態」 の生産者は登録制である。 20l4年 5月30日に 「あおも
り米新品種ブランド化推進協識会」(同年l l月5日に「あおもり米「青天の:露藤」プランド化推進協識会」
に名称変更)が設立され、同年9月24日の部会で生産者登録制度の検討が始まった 26)。生産者は、
同協議会によって登録される必要がある。 「青天の解態」 生産者登録要領には生産者登録の必要
事項が記されており、それを守らないと登録が取り消されることもある。 必要事項は 「基本要件」
「その他の要件」 などからなり、「基本要件」 には栽塔基準、出荷基準、生育指標などが示される。
青森県農林水産部によれば、 これら基準を作成する際に、先行の成功事例である山形県 「つや姫」
の基準を参考にしたという。
まず 「栽培基準」 として 「 l .土壞診断に基づく土壤改良、 2 . 農薬使用回数(成分)は通常の
l/2以内、3.種子更新率l00%、4. 裁塔管理記録の記帳」 27) が課されている。雑誌 fT00  Life』
の特集記事の中に 「おい しい米とは、 ごく簡単に言うと、 タンパク質の含有量を一定以下に抑え
たお米。多すぎると、硬くて粘りのないお米になります」 28) と記されているように、玄米の低タ
ンパク化が食味向上の鍵になる。 そのために土壊改良では、 図5のようなケイ酸とタンパク質の
含有率の負の相関の実験結果を基に 「土壤中の可給態ケイ酸含量が土壊改良基準 15mg/100gを
確保できるように計画的に施用する」 ことが指示されている。
図 5  成熱期稲体のケイ酸含有率とタンパク質の含有率にっいて
(平成25̃27年青森農林総研)
7.0
ol素 6.5
水 タ
分ン
l パ 6.0
ク5
o 實% a
換 ヨ S ・ S
有
3 率
5.0
8.0 8.S 9.0 9.S l 0.0 l 0.S 1:L0
成熟期稲体ケイ酸合有率(%)
出所) (地独) :il f森県産業技術センター 「青天の解藤 良
食味・高品質裁塔マニユアル(改訂版)」20l6年3月、
9頁より転載。
26) 1lli 森県農林水産部提供資料 「平成26年度あおもり米 「青天の解態」 プランド化推進脇識会の実施内容・案
件等一覧」 (発行年月は不明)を参照。
27) (地独)背森県産業技術センター 「青天の解態良食味・高品質栽培マニユアル(改訂版)」2016年3月、5
頁より引用。
那 )  「〔特集〕響く 「解態」 あおもり米に新風」「T00Life」 東奥日報社、20l6年l2月号、7頁より引用。
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「出荷基準」は「 l .玄米タ ンパク質含有率の基準 水分l5%換算 6.4%以下(乾物換算で75%以下)、
2.農産物検査法に基づく検査等級の基準l等及び2等」 29) と さ れ、やはりタンパク質の低含有率
の達成が明記されている。
「生育指標」 は 「 l .生育初期に発生する分げっで、ni当たり350本の組数を確保する。 2.施
肥量を調整し、 l穂当たり80粒、 ni当たり28000粒の籾数を確保する。 3.出;組後の適切な水
管理で、登熱歩合を90%に高める。 4.良食味米生産のため、収量は9俊/10a 程度を目指す」 3o)
と記される。生産農家 ・工藤氏によれば、 「肥料である窒素分をや りすぎず収量を抑え、 IOa 当
たり10俵取れるところを9供ぐらいに抑えておくと、 お米のタンパク質の含有量が少なく、無
駄な籾がっかず、 十分に太つたおい しぃお米J 3 l ) になる。すなわち、施肥量と収量を適度に抑え
ることが食味向上(低タンパク化)の要点になるのである。
さ ら に 「その他の要件」 の中に、 「リモートセンシング技術を活用したタンパク質や収種適期
マ ップを公表(図面のみ)する場合があることに同意すること」32) とある。リモートセンシングとは、
「青森県産業技術センターが全国に先駆けて研究開発してきた」33) 技術であり、衛生画像で稲の葉
の色を識別して肥料量や収秘適期を予測する。 施肥量が多く栄養過刺な稲は葉の緑が濃くなるた
め、 この葉色の違いによって各画場の米のタンパク含有量を広域に推定できる。 また葉色から稲
の成熱度を推定し、 収秘の適期を判断することもできる。 リモートセンシングのデータの更なる
活用として、「適正な肥料を施した田から収種した、タンパク質含有量の低いものだけを集めて「青
天の解態」 の中でもプレ ミアムな商品を作り出す」 34) ことができるという。
しかし青森県1要t林水産部へのヒアリングによれば、 リモートセンシングからの広域データは確
かに有用であるが、 画場の適切な管理や収種時期の最終的な見極めには現場の細かな情報も必要
であり、 各地域の個別農家の実情を細かく把握する各地の農協や市町村との協力体制が不可欠に
なる。 例えば同県では地域県民局農業普及振興室が中心となり、青森県産業技術センター、市町村、
農協などが参加する 「「青天の解態』生産指導プロジェクトチーム」が20l5年3月に組織され 35)、
リモートセンシングの広域情報や現場の情報を基にした裁塔・食味指導の微底およびPDCAサイ
クルによる栽培基準の改善が進められている。 さらに各地の生産者部会として、 各 JAが主体と
なり JA津軽みらい 「特A米プレ ミアム研究会」 (337人)、 JAつがるにしきた 「米穀推進協議会」
(209人)、 JAごしょつがる 「水稲部会」 (173人)、 JAつがる弘前 「西部RC連営協識会」 (51人)、
29) (地独) llf 1制l 産、要i技術センター 「i'f 天の解確良食味・高品質裁塔マニュアル (改1a版)」 20l6年3月、 5
買より引用。
30) (地独) ff 森県能集技術センター 「i1lf 天の解藤良食味・高品質裁培マニユアル(i9ll和「版)」20l6年3月、7
買より引用。
3 l )  「〔特集)響く 「◆前事藤」 あおもり米に新風」」「T00Life」 東奥目報社、20l6年l2月号、8買より引用。
32) (地独)背森県産薬技術センター 「ilf 天の解態良食味・高品質裁增マニユアル(i!l前版)」20l6年3月、26
買より引用。
33) '青森県農藤国1要操flll作振興グループ 「「i'i: 天の解細 これまでの取り組みとデビュ一 2年国の姚戰」 (一社)
日本級物検定協会 「特Aへの通&米の消費拡大方策 [平成28年版]」、 33真より引用。
M )  「〔特集〕響く 「解藤」 あおもり米に新風」」「T 0 0 Lifej東奥日報社、20l6年l2月号、7買より引用。
?) 11i森?l農林水産部提0t資科「< 資 料 >「 ii天の解匯」生産指導プロジェクトチーム」 (発行年月不明)を参照。
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JA青森 「「青天の解態」 生産者部会」 (52人)、 JA相馬村 「ライスロマンクラプ」 ( l 組 識 )、 そし
て米穀集荷協同組合の 「米穀集荷 「青天の解匯」 生産者部会」 (25人)などが組織されている 36)。
最後に触れておくべきは、 生産農家・工藤氏が 「他の品種でも同じ作り方をすれば、 やはり、
よりぉぃしくなりますが特Aは取れませんでした。やはり越えられない品種の壁というものが
あるのだと思います。 「青天の解態」 でやっとそのレぺルの品種ができたと思います」 と述べる
ように、 前項3の優れた品種の育成と本項4の適切な裁培管理とが結びっくことで初めて食味の
良い米が作れるということである。 さらに同氏が「研究会の仲間と、 自分が作つた米を持ち寄つ
て食べ比べなどをしています。中には、 きちんと基準をクリア していても、他の人の米の方がお
い しぃと感じると 「プランド化に向けて、他の人に迷惑がかかるから、うちでは 「青天の解態」
を作るのはやめよう」とぃう人もぃます」37) と述べるように、上述の生産者部会などでの切磋琢磨、
そして生産者の矜持や自己研鑽こそが良い米づくりを支えることになる。
5. 流通、宣伝広告、 販促の取組
ここでは青森県農林水産部による流通、 宣伝広告、 販促の取組を見る。 まず 「青天の解震」 と
いう商品名にっいて触れたい。20l4年6月から7月にかけて、青森県産米需要拡大推進本部(以下、
必要に応じて青森米本部と略記)がポスター、 テレビ、インターネットなどを通じて品種名を公募
した。全国からl万1.()49 件の応募があり、マーケティング関係の大学教授・大学生、消費者団
体や集出荷団体の関係者などl1名からなる 「新品種名称選考委員会」 が5点に絞り込み、 最終
的に青森県・三村申吾知事が「青天の解態」を選定した 部 )。 2014年1l月5日に商品名が公表され、
青森県知事が記者会見した。同商品名には「青天の「青」は青森の青、「天」は通かに広がる空。 「解態』
は稲妻のことで、 稲に寄りそい米を実らせます。 晴れわたった空に突如として現れる稲妻のよう
な、鮮烈な存在にしたい」 39) という意味が込められた。図 6 が、 パッケージ、宣伝広告、販促で
用いられるデザインであり、「今までにない青を、 青森の青としました。 海の色でも、 森の色で
もあるような、 やさしぃ青。そんな色の空がパカンと割れて、 「青天の解態」 が飛び出してきた。
米の旨さが天の四隅にのびやかに広がっています。 ロゴの文字は、 尖つた稲要、 稲種の穂先をイ
メージして、はらいに特徴がある書体にしています」 4o) と、そこに込められた意味が説明される。
青森県農林水産部の関係者によれば、 「食品に寒色系の青を用いること、 名称に難しぃ漢字を使
36) :i'f森県股林水産部提供資科 「28年度 「青天の露確」 生産者部会等の組識状況」 (発行年月不明) を参照。
37) 「(特集)響く 「解藤」 あおもり米に新風」」「T00Life」 東奥日報社、 20l6年l2月号、8 j真 より引用。
38) 青森県農林水産部1農産国装課「「常天の解国のプランド化に係る説明会資料<生産対策> 一 旨さ確実「;青
天の解態j特Aプランド米生産体ml強化事業」2016年l2月および背森県農産国芸操編作振興グルー プ 「あ
おもり米新品極 「i'f 天の需藤」 の挑職」 (一財)日本我物検定脇会 「特Aへの通& 米の消費拡大方策[平成
27年版]」 を参照。
39) ff 森県農林水産部農産園装all!「「lll天の解図のプランド化に係る説明会資料<生産対策> 一 旨さ確実「背
天の解国特Aプランド米生産体mj強化事業」20l6年l2月より引用。
40) :商-森県展林水産部総合販売職略課制作パンフレット 「青天の解震」 (発行年月日不明)より引用。
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図 6  「ilf天の解熊」 のデザイン
出 所 )  l i 森l1, l庁HP 「 l'i',1.の 確 'lllii 」
( h l t p :/ /se i tennohekirek i . jp /
logo/: 20 l7年10月24 l lアクセス)
より使用許可を得て転設。
う こ と は 、  いずれも 夕ブー とされてきた。 しかし、 ブランド米としては後発であるため、 あえて
他がやらないことをやった」 l l ) と い う 。
次に流通に ロ を向けるが、 我が国の米の流通概況は図7のようになっていた。799万トンのう
ちの366万トンが、 J^ など経ll lしたのち卸・ 小売などを通じて消費者に販売されていく。 農家
による直売は213万トンであるが、 うち127万トンにっいては大規模生産者による直売や小規模
生産者からの庭先集荷という -形で、 流通過程の途中から卸・ 小売のルー トにのって消費者に屈け
ら れ る。 無償讓渡分を含む農家消費は146万トン、加工用米 ・ もち米などで流通されるのが74
万トンである。合わせて消費者が米を購入するチャネルに関するアンケ ー ト結果(複数回答)  を
見ると、 ス ー パ ーマーケットでの購入が49.7%、 その他の小売店が20.8%、 産地直売所が1.8%、
イン夕 一 ネットが9.6%、生産者から直接購入が6.2%、無償讓渡が17.2%で、 ス ー パーや小売店
からの購入が約7割を占めた。
青森県農林水産部に 「青;}1.の確熊」 の流通・販売政策を尋ねたところ、「2015年は数1益tが少なかっ
たため、 青森県内を中心に!收売し 、 まずは県民の支持を得ることにした。 そのうえで、 他県向けに
本格販売を開始した。 20l6-年には首都国、 そして20l7年には関西国にも力を入れた」 と ぃ う。 販
売簡所として、「米専門J1iや 一自貨J高-のほか、量販店でも」 扱われている。 例えば、東京調布に本店
をおき銀座三越などにも J,li を構えるお米専門店(株) 山田屋本店では、単品のほか、新潟の 「新之助」
や 「青天の解確」 など手に入りにくぃお米をセットにしたギフト商品がよく売れていたという 42)。
41) 20l6年12 yi26 l -lの・l'f 無県農林水服部農産園装課稲作振興グル ー プへの ヒ ア リ ン グ よ り 。
42 ) 20l6年12 J :」26l1の l'f無ul;l1・農林水il1l1 部農産国1送課名商作振興グル ー プおよび2018年2月19lIの l;1森県農林
水産部総合販売職略操への ヒ ア リ ン グ よ り 。 2 0 l 6 年 の ヒ ア リ ン グ に 基 づ <1 'l、l者の記述に対して、 20l8年時点
の実状を路まえた意見を f,,1い内容を補正した。
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図 7  日本の米の流通にっいて
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束北の大きな都市にっいては、例えば仙台などでも仙台駅 (ぺッ ト ボ ト ル 入 り )  やス ー パーで 『青
天の確i匯』が販売されており決して力を入れていないというゎけではなぃが、 や は り 今 の と こ ろ
首都圈と関西圏での販売と、そこからの波及効果が重視されている。 売り込む市場を考える際は、
「例えば新潟などでは売り込みにくぃ。 米所かどうか」 という視点も必要になるとぃう 。消費者
の年齢層にっいては 「特 に タ ー ゲ ッ ト を 絞 り 込 ん で い な い」 が、 「購入する品種が既に決まって
いる傾向にある年配層より、 新しい情報やモノに敏感な若い層が購入しているのではなぃか」 と
捉えられていた 43) 。
2015年には品薄状態になり、 「なぜ店頭になぃのか」 という苦情もあった。 首都固では翌年4
月ごろまで販売されていたが、 青森県内では年内に店頭からなくなった。 卸業者との契約で新米
を売り切つてしまうため、その先での出荷の仕方を統制できない。 この品薄とぃう間題に対して、
「2016年産からは作付面積拡大によって通年販売体制を整備し品薄を解消する一方、 需要調査に
基づき通年で売り切れる生産量となるよう作付面積を調整して価格を維持」 す る と い う 44)。
宣伝・広告ならびに販売促進の取組にも目を向ける。 青森県農林水産部によれば、20l5̃
43) 2016 .年 l 2  月26l lの l'f無l l,1l i農林水P「i部1?産間装 l果all作振興グル ープおよび20l8年2月 19 l lの:i1t1線県 ft林
水産部総合販売職略課への ヒ ア リ ン グ よ り 。
44) 2016年l2 Ji26Hの llf 森県農林水産部1i11lf1間装課有商作振興グル ープおよび20 l8年2月l9日の -l '1 森県農林
水産部総合販売職略課への ヒ ア リ ン グ よ り 。
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16年度の同県の米の宣伝・広告と販促の予算は 「「青天の解匯」 に集中投下」 され、 合計で約
l 億 2千万円が投じられた。 これとは別に青森米本部が、青森県の補助金(消費宣伝・約2.000万円、
青天の:ft態 ・ 約 2.600万円)と農家などの提出金を用いて、「青天の解態」 だけでなく、広く青森県
産の米を宣伝している。 同本部は、「 ミス・クリーンライスあおもり」3名を選出し消費地でのキャ
ンペー ンに派遺したり、 アンパンマンの作者・やなせたかし氏が制作したキャラクターを用いた
宣伝広告を実施したりしている。 また全国農業協同組合連合会青森県本部 (以下、 必要に応じて全
農青森県本部と略記) も独自予算で青森県産の米の宣伝を行つており、 例えば20l6年には 「マ ッ
サン」 に出演したシャーロット・ケイト・フォックス氏を起用し、「シャーロ ッ ト meets 青森米」
のキャッチフレーズで 「つがるロマン」「まっしぐら」のテレビCM やポスタ 一広告を展開した。
このように他の組織が青森米を広く宣伝する一方、 先に述べたように青森県は、 ここ数年 「青天
に力を入れる。青天が〔他の県産米〕を引つ張る」45) という考え方で予算を集中的に投じてきた。「青
天の解態」 のテ レビCMでは有名人を起用せず、 青森県民が出演して方言もそのまま使うなど、
青森らしさを残した(ただし20l6年度まで)。 さ ら に 「ガイァの夜明け」 など多くのテレビ番組や
新聞・雑誌記事で取り上げられたパプリシティ 一効果も大きかったとぃう。
20l6年度の 「青天の解態」 の全国一斉発売日はl0月l0日(月、 祝)であった。表6 には、l6
年度の発売開始前、 発売直前、 発売当日、 発売日以降に実施された宣伝や販促の取組が示されて
いる。 青森県農林水産部の関係者からやや詳しく説明を受けたのが、 「青天の解態」 PR隊結成、
同PR隊が実施した 「走つた分だけ青天の解匯プレゼ ン ト ! 」 キャンペーン、 デ イ スプレイコ ン
テスト、首都圈PRイぺントである 46)。
PR隊は、県庁の様々な部や課から自薦で男子職員16名(20l6年度)を募つて結成された。 PR
隊は、 おそろいの制服を着てイベントに参加する。首都圏イぺントでは、 コ インを入れると自販
機に見立てた大きな箱からおにぎりが出てくる「青天の解確」おむすび自動“飯”売機(20l5年度)、
参加者がルームランナーを走ると人形がおにぎりを連んでくる 「青天の解態」 ラン ニ ングライス
マシーン(20l6年度)などが実施された。その際、 おむすび自 “飯” 機の箱からおにぎりを出す
ために青森県庁PR隊が箱の中に入つた。 「走つた分だけプレゼ ン ト」 は、 PR隊がジョギングな
どで走つた距離に応じて 「青天の解態」 をプレゼントするというイぺントで、発売日までのlヵ
月でパーチャルで青森から東京を目指し完走した。
「ディスプレイ コ ンテスト」 は、青森県が用意した 「青天の解態」 のポスターなどの資材を使つ
て、 お米を販売する個人商店や スーパーが、 店頭デイ スプレイの創意工夫を競い合うイぺントで
ある。 個人商店部門とスーパ一部門それぞれで、 グランプリにはl0万円分、準グランプリには
5万円分、入資には2万円分のカタログギフトが賞品として与えられる。 また同イベントに参加
する店舗には、 l 5,000円を上限とするマネキン経費の補助、 「青天の解態」Tシャツが抽選で当
たる参加店限定のお客さまプレゼントキャンペーンも実施された。 これらイぺントの案は、 「青
45) 20l6年l2月26日の青森県農林水産部農産国芸認稲作振興グループへの ヒ ア リ ン グ よ り。
46) 2016年l2月26日の青森県農林水産部農産国芸課稲作振興グループへのヒアリングより。
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表6 2016年度 「青天の確確」 の宣伝・販促にっいて
時期
発売開始前
内容
■ 7月27日「 i1 天の解'確」 PR隊結成(活動開始10 JJ l _ 旬)
■ 7 J-129日阪神tl l-「-間球場で開 f般 さ れ る ナ イ タ ー に tあ費し、アナゥンスや動画によるPR (全
農 -li 森県本部)
■ 「走つた分だけ i-i 天 の 解 確 プ レ ゼ ン ト ! 」 キ ャ ン ペー ン ( 9 月 9 日 ̃ 1 0 月 9 l-i )
■ 「i'f 森 ワ ッ ツ」 ホ ー ム ゲ ー ム で の P R ( 9 月 2 4 目 ̃ 3  J126日)
■ 雑識1広 1t,・ (JR系雑識1、生活雑,111iなど)
発売直前 ■ l 0  JJ I I - l あおもり米ファン感謝禁・ l'f 天の確確試食、 高校生の ,l'適 パ フ ォ ーマンス、 応援プ
ロジェクトの対象発表など県民の応援機連を高める
■ l 0月 l口応援プロジェクト2016  国内外のスポーツ、文化、青楽などで活蹤する青森県出身
者等への 「青天の解確」 のn韓 最.
■ l 0  月4日「日天の解藤」 初出荷式(全農青森県本部)
発売当「l ■ 新間広 '' 県内3紙に全面広告
■ u、内での試食PR
■ lu,11-内でのテレビCM
発売l _l以降 ■ 10 JJ12 u ̃ 1 8 l _ l 銀 座 _ 越でのフェア
■ i:1f部田での 「 llf大の確確」 テレビCM
■ デ イ スプレイコ ン テ ス ト ( l 1 月 2 8 「 l ̃ 2 月 2 6 l l )
■ 雑識・新間広 1' ( 1'j1森米本部)
■ l1都 l翻等での試食', i:伝
■ u l 外 で の P R イ ぺ ン ト ( 全 農 il1森県本部)
■ 大販 ・ 名古屋でのラジオコマー シ ャ ル ( -r1- 森米本部)
■ 東京駅を起点とした交通広告 ポスタ 一掲示や都営バスのラッピング広 1':・ (10月中句̃ 3月)
■ 10 J122ll ・23L1 1111都田PRイぺント
■ IO f1 29日・ 30 l.l 「 -l1'f 森人の無典」 で の 試 食 重 伝 ( l'」'森米本部)
■ -11i無1l、フェア、 首都固最販1,l で の ト ッ プ セー ルス、 生産者や PR隊によるi高'費宣伝
出所) l'j'森県農林水産部提供資料 「平成28年度 「 ilj:'ミの解確』 の , i fi対策にっいて 」 (発行年月不明) に掲般の
tl;i報および青森県1it林水111l1部からの学1稿へのコ メ ン ト に 基 づ き'lt者 -作成。
森県庁と民間会社とが一緒に考える」 と ぃ う 。  青森県農林水産部の関係者は、 イベン トの効果の
1つとして、「人の集まる場所で面白いイベントを打つことで、SNSを通じて〔情報が〕拡散する」 l7)
ことが期待できるとする。
こ う し た 宣 伝 や 販 促 ( プ ル 要 因 ) に 呼 応 す る 営 業 ・ 販 売 ( プ ッ シ ュ 要 因 ) と し て 、 例 え ば 全 国 で
開催される年15回程度の青森県フェアでの売り込みのほか、 青森県・東京事務所の同県職貝が
飲食店ル ー トの新規開拓のため首都圈の高級店から居酒屋まで様々なお店に同県の食材を紹介し
て い る と い う 。同県による飲食J占:向け営業では、「青天の解雅」 だけでなく、同県産の野菜、果物、
47) 2016年12 J -126 l lの i'f 森県農林水産部 f基産国 -要操名商作振興グル ー プへの ヒ ア リ ン グ よ り 。
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水産物、 畜産物が幅広く提案される。 なお青森県の食全体のポートフォリオに占める 「青天の解
震」 の位置づけと役割にっいては、 次節で改めて述べる。
最後に農水省の米消費拡大の施策に沿つた青森県の動きもみておこう。 「ごはんを食べよう国
民連動」 の一環として、 同県は、毎月第3日曜日を 「あおもりごはんの日」、l0月10日を 「青
森のお米青天の解能の日」、l0月26日を 「青森のお米つがるロマンの日」 とする。 また青森県
の完全給食を実施する小中学校の全てで県産米の米飯給食が出されており、 20l3年度の米飯給
食の週あたりの実施回数は3.1回と文科省の目標値の週3 回以上を超えていた。 その他、 幼稚国・
保育園での 「親子おにぎり教室」、 青森米本部の協賛で地場産品を活用した 「青森県学校給食献
立コ ンクール」 などが行われている 48)。
農水省の消費拡大施策の1つである米粉利用に関して、 青森県内29市町村の給食で、 県産米
粉 50%と県産小麦50%を使用した米粉パンが提供されていた 49)。 また 「河北新報」 (20l7年4月
20日付)によれば、 JR東日本と音森県弘前市の菓子メーカー 「ラ グ ノ オ さ さ き」 は、「青天の解
露」 の米粉を原材料の一部 ( l ̃ 5 % )  に用いた焼き菓子を共同開発した。 JR東日本と自治体が
連携する「地域素材応援プロ グラム」の第2弾で、「青天のショ コ ラ」 ( l95円)そして「青天のフ イ
ナンシェ」 (プレーンl62円、 金時豆入り抹茶味l84円)が20l7年4月20日から青森県内、 宮城県、
首都圈などの約l50店舗で販売された 5o)。
6. 青森県の食のポートフォリオ
本ケースでは、青森県の特A米 「青天の解態」 を扱つてきたが、青森県農林水産部の関係者は、
「青天の解態」 は同県の食のポートフォリオの一部に過ぎないことを強調する。「食材王国あおも
り」 と呼ばれているように、 同県のカ ロリーペースの食料自給率は20l3年概算値でll8%と高
い (全国の自給率は39%)5l)。 同関係者によれば、 これまでの青森県の良質かっ独自の食材、 例え
ば大間の的、天然ヒラメ 、館、 ウニ、 イカ、 帆立、 淡水と海水が混ざり合う十三湖と小川原湖で
とれるヤマトシジミ、長芋、ゴボウ、ニンニク、リンゴ、カシス、西洋ナシなどの野菜・果物、
あおもり和牛、地鶏の青森シャモロック、そして県産米 「つがるロマン」 「まっしぐら」 に、「周
回遅れで特A米が加わった」 52) と い う。
特A米が加わることで、 同県の食の戦略にプラスの相乘効果が働いたという。 まず販売上の
プラス効果の1つとして、 これまで家庭用単品販売として首都国などの店舗に並ぶことがなかっ
た 「つがるロマン」 「まっしぐら」 が「青天の解匯」 と一緒に青森のお米として販売されるよう
48) 青森米本部 「20l5 あおもり米」 (発行年月不明) を参照。
49) 青森米本部 f20l5 あおもり米」 (発行年月不明)を参照。
50) 「河北新報」20l7年4月20 国付を参照。
5 l )  青森米本部 「20l5 あおもり米」 (発行年月不明)を参照。
52) 20l6年l2月26日のitf細奏麗林水産部農産国芸課統作振興グループへの ヒ ア リ ン グ よ り。
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になった 53)。 加えて米の裁培へのプラス効果も期待されており、 「青天の解態」 で培われた裁培
技術を活かし 「つがるロマン」「まっしぐら」 の底上げが図れるのではないかとぃう。 その効果
が実際に出たのだろうか、2015年産米の食味ランキングでは 「f まっしぐら」 は前年のA' から
A へと 1 ラ ン ク ア ッ プ」54) している。「青天の解匯」に予算を集中投下し、他の米を牽引するとい
う同県の狙いが実現されっっあるのだろうか。
また、 同県として顧客の多様なニーズに応えていくためには、「青天の解震」 以外の米も重要
である。 例えば、 先に見た農水省の米の消費拡大の方策の中では、 市場の拡大が期待できる外食・
中食産業との取引安定化が示されていた。 外食・中食産業との取引では、 値ごろな米を安定的に
供給する体制が求められるという。実際に同県 「まっしぐら」 は、大手コ ンビニエン ス ・ ス ト ァ
の冷凍米飯や牛井チェーン店、 回転ずしなどで採用されていた 55)。 このように特A米だけでは
なく、 取引先の多様な用途やニーズに対応できる県産米のポートフォリオの構築が重要になる。
さらに同県知事の三村申吾氏が「青森には素晴らしぃ食材がたくさんあります。大間の鮪だけで
ー ば う
はなく館も館も帆立もあって、 良い野菜、 長芋、 牛多もある。 そのおい しぃ ものと食べて良さを
引き出す。 これが青森の米の旨さです。私は 「青天の解態」 を食べてみました。さっばりしてい
るのに甘みと旨みが後をひく。 いろんなおかずとの相性が素暗らしぃ」 56) と語るように、「青天の
解態」 が他の食材の良さを、 他の食材が 「青天の解匯」 の良さを引き出すょ うな形で、 同県の食
の相乗効果を生み出す必要があろう。
7.近時の取組と分析課題
本ケー スでは、 主に青森県農林水産部の視点や立場から、 「青天の解館」 という同県初の特A
米への挑戦を明らかにしてきた。 「青天の解匯」 は様々なテレビ番組などで取り上げられ、 他の
青森米への販売上の波及効呆を含め、 これまでのところ一定の成功を収めてきたといって良いだ
ろ う o
7-1. 競争激化と差別化
しかし近時に至り、東北だけを見ても、宮城県 「だて正夢」、岩手県 「銀河のしずく」 「金色の風」
など新たなプランド米が次々と投入されている。 このようにプランド米や特A米の新規参入が
続くと、 いずれ特Aというプランドの希少価値が薄れ、特A米同士の価格競争が激化する可能
性がある。 競争激化が予測される中、 消費者に選ばれ、 また価格低下の圧力に抗える特A米の
位置づけを、 今後どのように維持していけるかが課題となろう。
53) 20l6年l2月26日の青森県農林水産部農産園芸課稲作振興グループへの ヒ ア リ ン グ よ り。
?) 全国米毅販売事業共済組合HP「「ごはん彩々」 お米な国の楽しぃ話青天の解態種l生秘話」 (http:/ /
gohansaisaicom/kikou/4300/:20l7年9月l6日アクセス) ょり引用。
55) 20l6年12月26日の青森県農林水産部農産国芸課稲作振興グループへの ヒ ア リ ン グ よ り 。
56) i青森県農林水産部総合販売戰略課制作パンフレット 「青天の解図(発行年月日不明)より引用。
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そのような中、 20l7年度には、 「青天の解態」 の食味の違いを訴求する販促キャンペーンが実
施された。 l7年度のキャッチフレーズは 「こんにちは、さっばり」 であり、コシヒカリ系の粘
りのある食味とは違う、 さっばりとした新しい食味との出会いが強調された。 雑誌広告や CMな
どもすべて、このキャッチフレーズに統一された。東京青山(l1月4日、5日) そして京都( l l月
l l日、12日)では、「青天の解震ごはんプール」 と い うュニークな仕掛けが登場するイぺントが開
催され、 約7.000 個の白いボールが入つた茶碗型ボールプールの中から 「さっばり」 と書かれた
ボールを見つけた人に、 炊きたての 「青天の解匯」 と青森ならではの 「ごはんのお供」 が振る舞
われた 57)。「特Aとぃう評価から コシヒカリ系を想像して食べる。 けど、 ちょっと違う、 これが
いいやとなる」 58) とされ、他の特A米とは異なる食味を前面に押し出す狙いがあった。 また 「ご
はんのお供」 も一緒に提供され、 肉、魚、野菜などのおかずとの相性の良さも訴求しようとした。
青森県農林水産部によれば、 「他県も新しい特A米を出す中、 デビュ一当初のマスコ ミの注日
や メ デ イ ア 解 出 が一段落した。今後は、食味の違いをしっかりPRしていきたい」S9) と い う。キャ
ンペーンも、 話題作りだけでなく、 商品としての特性や違いを訴求する内容へと変化している。
'7-2. 品質管理、 需結パランスそして販路開拓
また、 適切な品質管理や需給のバランスも重要となろう。 厳格な管理規準を設けても、 多くの
農家が裁塔に携わるようになると、 どうしても品質にばらっきが生じやすくなる。質のばらっき
は、 産地への信頼を低下させると共に、 消費者が高いお金を払つてくれるプレ ミアムな特A米
であることを難しくする。2017年産食味ランキングでは、 美味しぃお米の象徴の1つともぃう
べき魚沼コシヒカリのランクが特AからAに下がったり、 東北では岩手ひとめぼれもランクを
下げたりした。 米の食味は、 人間が管理できない気象の影響を受けるため、 栽培過程の管理だけ
では十分に対応できないこともある。 また食味ランキングは、あくまでもlつの目安であり、 そ
れが各産地の全ての米の食味を正確に伝えているわけではない (前掲 コラ ム l を 参 照 )。 とはいえ、
食味ランキングがこれだけ注日されるようになると、 ランク下落をマス コ ミなどが取り上げるた
め、 産地や米の評判に少なからず負の影響を及ぼす可能性がある。 と りゎけ評価がまだ十分に定
まっていない 「青天の解態」 のような新参のプランド米は、適切かっ厳格な品質管理を徹底し、
食味ランキングで高い評価を維持し続けることが重要となろう。
今後の収權量 (作付面積の拡大) の見通しにっいて改めて青森県農林水産部に尋ねたところ、「小
売からもっと欲しぃ、 今 の 2 ̃ 3 倍欲しぃという要望があれば、 それに応じて增やすこともある
かもしれない。しかし、むやみに增やすことはしない」 6o) とし、「生産と販売に関しては、 当面、
おそらく現状維持。 供給過多による特売品での値崩れや供給增に伴う品質のブレなどプランド価
57) facebook@seitenaomoriの20l7年l0月3l 日付 llu報より。
58) 20l8年2月l9日の青森県農林水産部総合販売職略課への ヒ ア リ ン グ よ り。
59) 20l8年2月l9日の青森県農林水産部総合販売戰略課への ヒ ア リ ン グ よ り。
60) 20l8年2月l9日の青森県民林水産部農産国芸課稲作振興グループへの ヒ ア リ ン グ よ り。
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値の段損が起こらないよう、 作付面積の拡大にっいては慎重に進めていく」 61) と い う。
供給量が大きく增えないとしても、 他のプランド米や特A米との競合関係を考えると、需要
をしっかり下支えする努力は欠かせない。 「青天の器露l」 の違いや良さを適切に評価してくれる
消費者、 さらにお米を含む青森県の食材の安定的な取引先となる卸売業者や小売業者を開拓し維
持する必要がある。 青森県農林水産部によれば、 「デビュ一当初は、 お試しということで2kgの
袋が売れていた。 ここにきて、 青森県内や首都圈などで5kgが売れるようになっている。 今年
度〔2017年度〕からlOkg袋で販売する米卸もでてきた。 リ ビーターが増えてきている傾向が感
じられる」 62) と い う。それらリビーターや有望な取引先の開拓に向け、青森県、青森米本部、 JA
さらに生産農家など多くの関係主体の努力を結集する必要があるが、 その中でも相対的に大きな
予算を動かせる青森県の広告・宣伝および販促への取組が重要となろう。
仮に今後供給量が增えてもそれ以上に需要が伸びることで価格を維持できるとすれば、 消費者
や取引先の開拓と維持こそが、 「青天の解程」 のさらなる成功、 そして同県の米農家の所得向上
にもっながる。繰り返し述べることになるが、 近時に至り青森県は、 話題性だけでなく、 「青天
の露匯」 の独自性を訴求するような宣伝や販促を進めている。今後も、より効果の上がる広告・
宣伝や販促・営業の方策を考え、それらをより適切な場所で、 より効率的に実行していくことが
求められるだろう。
7-3. 分析課題の提示
以上の青森県の取組を踏まえ、 ケー スの分析課題を提示する。
〔分析課題〕
課題①日本の農業を取り卷く状況や米の市場環境を調べたうえで、 青森県 「青天の解態」 に関
するSWOT分析や TOWS分析を行うこと。
課題②そのうえで「青天の解態」のプランド力を構築・維持する方策を考えること。 その際には、
プランドに関する先行研究などを参考にし、 プランド力やプランド・マ ネ ジ メ ン ト と は
何かを考察すること。
課題③ 「青天の解態」 の 拡 販 に 向 け た マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 を 考 え る こ と。 その際には、
STPMMなどマーケティングの分析枠組みを用いて戰略を立案すること。
【参考文献】
全て脚注に記した。
6 l )  20l8年4月27日の青森県農林水産部農産国芸課および総合販売職略操からのコ メ ン  ト よ り。
62) 20l8年2月l9日の背森9n,農林水産部総合販売戰略課への ヒ ア リ ン グ よ り 。
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